
































12

　②医療系専門学校・大学保健学部（看護学科，理学療法学科，作業療法学科など）
　医療系学校では教務主任あるいは図書担当教員が外商の窓口となります。大学では
教員ごとに研究室があり，各教員の講義の時間などを把握しておくことで効率的に面
会ができます。専門学校の教務室や大学の教務課とは日常的な接触が多いので丁寧な
対応が必要です。特に医療系専門学校においては教科書販売の売上が大きく，日頃か
ら学校訪問時に教員の要望に応え，教科書受注のフォローアップに責任を持って対応
することが大切です。
　また学生に向けて，実習時に利用度の高い書籍や国試対策本，特に看護学生へは学
生向けの看護雑誌の展示・回覧販売する活動も大切です。教員の推薦や学生同士の口
コミで同じ書籍が同時に大量に売れることもあります。事前に情報を収集し，準備し
ておきましょう。
　③病院の勤務医や看護師，薬剤師
　勤務医，看護師も外来や病棟にいることが多くなかなか面会することができません。
総合医局，病棟のナースステーション，薬剤部へ立ち寄って新刊などの見計らいを行っ
たり，注文を受けるようにします。
　④開業医
　定期的な訪問が肝要ですが，面会するには診療終了後が最適です。面会時に要望を
吸い上げ，必要とされる情報を提供し，新刊を的確に紹介します。また，新しく病・
医院がオープンしたら必ず訪問しましょう。新規顧客獲得のチャンスです。
　⑤訪問看護ステーション・保健所・調剤薬局
　定期的な訪問よりも注文や問い合わせでの対応が多いようです。ただし，定期的に
購入されることの多い商品に関しては，年に一度であっても必ず訪問するように心が
けましょう。
　⑥その他の医療関連施設・機関
　新刊書の内容によっては普段訪問していない関係先（老健施設，消防本部，研究機
関など）にもアプローチすることが必要です。また，新設校や図書館の動向にも注意
が要ります。設立準備図書や新刊購入などの受注につながります。

４）学会展示販売
　医学系だけで約 1,500 を超える多くの学会や地方会，研究会があり，それぞれが
定期的に全国各地で学術集会を開催しています。各学会の学会長（世話人）は毎年持
ち回りになることが通例で，商圏内の医療機関の先生が担当されることがありますの
で情報は早期に把握することが肝要です。
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　①学会展示販売の意義
　a．書店にとっては
　開催地において医学書取扱い書店としての存在をアピールでき，かつ短期間で大き
な売上が期待できる機会です。
　b．出版社にとっては
　参加者が関心を持つ新刊書・既刊書をその場で宣伝および展示販売ができます。
　c．学会参加者にとっては
　関連領域の新刊書・既刊書を一堂に集めて見ることができ，その場で購入ができま
す。学会長や参加者が執筆した出版物の披露の場でもあります。
　d．学会展示販売への出展申し込み
　学会展示の申し込みにあたっては日ごろから
学会長（展示担当者）との良好なコミュニケー
ションが望まれます。
　学会展示は学会事務局あるいはコンベンショ
ンサービスとの事前折衝を通じ，申し込みおよ
び出展条件の交渉をします。
　展示場所に関しては参加受付の周辺，メイン
会場前など人の集まる場所や人の流れの多い箇
所で好売上が期待できます。展示スペースは学
会や参加者の規模を考えて適切に確保します。

外商を成功させるには　

●笑顔と誠意で信頼され，良好な人間関係を築くこと

●豊富な専門知識を身に付けること

●常に“なぜ医書を専門に扱っているのか”というプロ

意識を持つこと
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　e．出版社への学会展示書籍の出品依頼
　学会開催の 1 ヵ月前までには各出版社に文書にて出品依頼を行います。出版社へ
の依頼の際，当該学会に関わりのある出版社の選定，新刊書や良好書，さらには口演
者の著書で抜け落ちがないかなどに注意が必要です。学会販売終了後には出品協力を
した出版社に販売実績などを含めた結果報告を行います。

「学会展示販売とその工夫」
●新刊や売れ筋を前面平積
●棚やディスプレー用品を活用して効率的な3次元陳列・照明を使って明るい
　展示（暗い会場では）
●お客様の動線を考えたレイアウト（入口に新刊と売れ筋，レジ位置）・出版社が
　制作した宣伝パネル・ポップ・シール・オビなど活用・予備在庫からの迅速な
　補充・乱雑になった机上の整理
●初日終了時の良好書チェックは不可欠（欠本補充など）
●新刊書コーナーの設置・分野や部位別に整理された陳列・棚を用意した陳列
●会場のテーマにあった品揃え・学会演者の著書の陳列
●（2日目からは）前日までの売上好評書ランキングを表示

とかく大きな学会では展示スペースを
広く確保することを優先しがちですが，
学会販売の成功の秘訣は人の流れの良
い場所を確保することです

アドバイス
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　◆雑誌とは
　発売日が決められ，定期的に発行される出版物です。専門雑誌とは特定の分野を捉
えた内容で専門性が高く，その分野に従事している方々を対象に発行される雑誌のこ
とをいいます。各専門分野に従事する方々に不可欠な新しい情報をタイムリーに紹介
するもので，医療関係だけでも 400誌近い雑誌が刊行されています。一般向けの雑
誌とは異なり，医学・看護専門雑誌などはどこでも見ることができるものではありま
せん。扱っている書店が少ないため，自身に必要な専門雑誌が置いてあるかどうかで，
その書店を評価するお客様もおられます。過去に発行された雑誌バックナンバーを一
定期間分揃えておくことも有効です。

１）雑誌年間購読（出版社より直送）
　①雑誌年間購読とは
●医学専門分野の各雑誌は，年間購読が可能です。年間購読とは前金制による 1年
間の購読のことで，雑誌各号が発行され次第，購読者の手元に直送される方法が一
般的です。送料サービスや割引価格といった特典がつくことがあります。

●年間購読の場合，購読期間は 1月〜 12月が原則ですが，雑誌によっ
ては 4月〜翌年 3月，あるいはどの月からも購読可能といった期間
設定もあります。また増大号・増刊号があるか，別冊が何回発行され
るかなど，雑誌によって違いがあります。　　

　「医学・看護学雑誌目録」（日本医書出版協会発行）を参照してください。

5．商品特性を知って販売に活かす！

医学・看護学
雑誌総目録
年間予約購読のご案内

2016

2016

〒113-0033  東京都文京区本郷 5-1-13 KSビル7F  TEL.03-3818-0160

　　

www.medbooks.or.jp
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●一度年間購読を獲得すると比較的継続して購読される可能性が高いので書店の安定
した売上に寄与します。

●年間購読の顧客は書店にとっては固定客であり，翌年の購読更新はもとより書籍お
よび関連商品の販売へとつながる可能性がある大事なお客様です。また異動などに
伴って住所が変わっても，引き続きお客様として関係を保てることが年間購読の利
点でもあります。

●年間購読は基本的に医学書を扱っている書店で
あれば注文することが可能です。詳細は各出版社
にお問い合わせください。

　②雑誌年間購読獲得のポイント
●雑誌を注文するお客様にはぜひ年間購読を勧め
ましょう。1月開始の年間購読が多いと思います
が，4月の人事異動時期などもチャンスです。た
だし，4月からの年間購読に対応していない雑誌
もあるので注意が必要です。もちろん，医学生や
看護学生，PT・OT 養成校の学生にも勧めてく
ださい。“学割”を設けている雑誌もあります。

●学会会場などでもその学会に関連した雑誌の年
間購読を受け付けましょう。他の書籍と一緒に購読を勧めてください（日頃配達で
きない地域のお客様でも，受注後は出版社より毎号直接送付可能です）。

●雑誌の年間購読は通常，秋から年末にかけて翌年度の更新や新規獲得で施設や先生
を訪ねることになります。

●年間購読（出版社より直送）は雑誌を毎号配達する手間がかからず，その分を他の
積極的な営業活動に振り向けることができます。ただし住所変更・未着などには迅
速な対応と十分な注意・管理が必要です。

２）電子ジャーナル
●電子ジャーナルとは PCやスマートデバイスなどの電子機器を使用して閲覧する雑
誌のことです。

●現在，主に欧米の自然科学書系出版社の雑誌はほとんどが電子的に閲覧できるよう
に作られています。また現在，日本の雑誌も電子化が進みつつあります。

●電子ジャーナルの特徴として最も便利なことは“検索”です。目次やキーワードで
検索をし，必要な雑誌論文に辿り着くことができるようになっています。

●最新の論文や，バックナンバーなど手に入りにくい過去の文献情報も電子ジャーナ
ルなら迅速に検索，閲覧することが可能です。また商品にもよりますが論文の引用，
参考文献にもリンクされておりオリジナル論文も参照できます。
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●特に海外文献では医学・生物学文献専門データベースであるPubMedといったデー
タベースで必要な文献を検索し，そのリンクから論文にアクセスできるようになっ
ています。

●日本語文献でも医学中央雑誌刊行会の運営する医学文献情報データベースによって
整備されています。

●電子ジャーナルでは，各出版社でバックナンバーの収載期間やエンバーゴ（雑誌発
行後，電子データとして閲覧可能になるまでの期間）などの対応が異なりますので，
詳細はそれぞれの出版社に確認してください。

　【参考】
　医学中央雑誌刊行会	 	 http://www.jamas.or.jp/index.html
　医学書院	 	 http://www.islib.jp/
　J-STAGE（科学技術振興機構）	 	 http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja
　PierOnline（サンメディア）	 	 http://www.pieronline.jp/
　Digital	e-hon（トーハン）	 	 http://www.de-hon.ne.jp/digital/
　メディカルオンライン（メテオ）	 http://www.medicalonline.jp/

３）洋書・洋雑誌
　①洋書・洋雑誌とは
　主に英語で書かれた海外出版社の医学関連書籍・雑誌を，医学専門書の“洋書・洋
雑誌”と呼びます。医学の発展は日本国内に限りません。最先端の医学を研究してい
る医師は最新の書籍や雑誌の情報を手に入れて学ぶことが必須です。日本の医学は欧
米の医学を導入することで発展してきましたが，海外の医学情報を把握するためには
洋書・洋雑誌はなくてはならないものです。
　また洋書には医学を学ぶ者にとってのスタンダードと言われる定番書があります。
長い年月にわたって何度も改訂されてきた定番書のタイトルは覚えておく必要があり
ます。
　②洋書が扱えるようになるには
●まず目録に出てくるカテゴリーを英語で覚えます（別表 1参照）。
●カタログや宣伝物にも目を通し，お客様が購入した本を 1冊ずつ覚えていくと，
売れ筋のタイトルはほぼ決まっていますので，理解が深まります。

　③お客様との対応の注意点
●お客様がタイトルではなく著者の名前で問い合わせてくることがありますの
で，タイトル・著者名のどちらから聞かれても対応できるようにします。有
名なタイトルの著者名の例として，Harrison，Nelson，Cecil，Braunwald，
Goodman&Gilman，Kaplan，Campbell，Williams，Mandell，Netter，
Robbins などがあり，よく売れる翻訳本についてもオリジナルタイトルを覚えて
おくことです（別表 2参照）。
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●国内代理店（Agent）はタイトルまたは出版社によって決まっているケースがあり
ますが，まずは国内代理店（南江堂・丸善雄松堂など）のHPで検索することを薦
めます。また代理店に直接問い合わせると解決も早く，お客様への迅速な対応につ
ながります。

●洋書は日本で発行された出版物ではないため，再販制度の適用は除外されています。
また輸入商品ですので，国内在庫がなく海外取り寄せとなるとおよそ 1ヵ月程度
かかることを理解していただく必要があります。最近はネット書店で直接購入され
るお客様も多いため，値段だけでなく，アフターサービスや公費対応，見積などの
細やかなケアが必要な商品といえます。

　④洋雑誌が扱えるようになるには
●洋雑誌は基本的に年間購読のみとなります（1冊の価格は基本的にありません）。
●年間購読をした雑誌は海外出版社から購読者の住所に直接送られます。
●洋雑誌購読価格には施設向け（Institution）と個人向け（Individual）価格があり，個
人向けは購読割引があり安く購入できます。詳しくは各代理店に確認してください。

●年間購読は雑誌ごとに発行パターンと受注可能なサイクル（購読期間）が異なりま
すので，事前に確認しお客様の了解を得るようにします。

　＜発行パターン例＞
 W：Weekly 週刊
 SM：Semimonthly 月 2 冊
 M：Monthly 月刊
 12NOS： 年 12 冊
 BM：Bimonthly 隔月刊
 Q：Quarterly 季刊
 A：Annually 年 1 冊
　＜購読期間例＞
	 J − D 1 月〜 12 月（通称「ジャンデック」＝ Jan − Dec）
 J − J　　 7 月〜翌 6 月（通称「ジュライジュン」＝ July − June）
 CUR 最新号から 1 年分（通称「カレント」＝ Current）

●洋雑誌は欠号や未着などが生じることが多く，クレームへの迅速な対応が購読者と
の信頼関係につながり，今後の継続・更新へと発展します。購読者と連絡をとる際
にトラブルがないかを伺い，必要に応じて代理店を通して海外出版社に確認を求め
ます。

●近年Online による雑誌購読（冊子体なし）が増えています。これは図書館にとっ
ては今後の書誌データのデジタル化への対応・冊子管理の問題などから，また購読
者にとっては必要な部分だけ即座に検索でき，利便性が高いためです。
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●具体的なモデルとしては，以下のようなさまざまな形態があり，予め調べておき，
お客様に説明することが必要です。

　１）雑誌を購読すると自動的にOnline も見られる
　２）冊子体＋Online でセット価格となっている
　３）Online のみ
　４）施設の規模によって価格が変わる
　５）施設全体でどの PCからも見られる契約（サイトライセンス）
　・著名な医学系雑誌を示しておきます（別表 3参照）。

４）電子関連商品
　いわゆる書籍や雑誌といった紙媒体ではない形態の商品を総じてマルチメディア商
品といいます。CD-ROMやDVD-ROMといった単体の商品や，WEBやアプリケー
ションで閲覧する商品，電子辞書といった商品です。通常は，書籍などがもとになっ
て作られています。
●電子辞書：専門家向け電子辞書はCASIO，シャープ，医学書院といったメーカー
から数種類発売されており，医学，歯学，看護，リハビリ，栄養，臨床検査，鍼灸
といった専門分野向けに販売されています。

● DVD：講義や手術手技などを収録した商品が発売されています。
● PC閲覧商品（DVD・CD・WEB）
●マルチメディア商品は書籍・雑誌と違って，お客様が簡単に商品内容を理解できな
いため，デモンストレーションなどにより実際に使っていただくことが，販売への
近道と考えられます。

５）施設向けデータベース商品
　主に学校や病院向けのデータベースサービスのことを指します。PC を使って
Web上で利用されることを前提に作られた商品で，認証方式や利用料金の設定方法
などは商品によって異なります。また，多くの商品には一時的に使用してみたうえで
購入するかどうかの判断を行う“トライアル期間”が設けられています。詳しくは各
商品の発売元に確認してください。
　【参考】
　◆雑誌関連
　・医中誌Web（医学中央雑誌刊行会）	 http://www.jamas.or.jp/
　・JMPA雑誌文献検索	 	 	 http://www.medbooks.or.jp/search/
　・JDream	Ⅲ（科学技術振興機構）	 http://jdream3.com/
　・Medical	Finder 法人サービス（医学書院）	 http://www.islib.jp/
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　・南江堂オンライン Journal 法人サービス
http://www.nankodo.co.jp/r/r_online_journal/

　・メディカルオンラインライブラリー（メテオ）	 http://www.medicalonline.jp/
　・PierOnline（サンメディア）		 	 	 http://www.pieronline.jp/
　◆データベース関連
　・今日の診療（医学書院）	 	 	 	 	 http://www.islib.jp/
　・治療薬マニュアルWeb版（医学書院）		 	 http://www.islib.jp/
　・医学書院	Net	Dictionary	法人サービス（医学書院）	 http://www.islib.jp/
　・看護師国家試験・保健師国家試験Web（医学書院）	 http://www.islib.jp/
　・eナーストレーナー（医学書院）	 	 	 http://www.islib.jp/
　・学研ナーシングサポート（学研メディカルサポート）	 http://gakken-meds.jp/
　・ビジュアルナーシングメソッド（学研メディカルサポート）	

http://gakken-meds.jp/
　・国試合格チャレンジeラーニング（学研メディカルサポート）

http://gakken-meds.jp/
　・ナーシングポートフォリオ（学研メディカルサポート）	 http://gakken-meds.jp/
　・Annual	Review	Online（中外医学社）http://www.chugaiigaku.jp/ar_pdf/
　・ステッドマン医学大辞典（メジカルビュー社）	http://www.medicalview.co.jp/
　・最新看護索引Web（日本看護協会）	

http://www.nurse.or.jp/nursing/education/library/sakuin.html
　・薬事日報—YAKUNET（薬事日報社）	 	 http://yakunet.yakuji.co.jp/
　・今日の臨床サポート（エルゼビア）	 	 https://clinicalsup.jp/
　・ナーシングスキル日本版（エルゼビア）		 https://nursingskills.jp/
　・ナーシングパスポート（エルゼビア）

　https://www.nursingpassport.jp/cms/index.php?id=22&lang=ja
　◆その他
　・	医書ジェーピー：JMPA加盟の 5社を中心とした書籍・雑誌の個人及び施設に

向けた配信会社	 	 	 	 http://www.isho.jp/
　・M2PLUS（ジェイマックシステム）		 	 http://www.m2plus.com/
























